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公安委員会定例会議(第11回)の開催状況 

 

第１ 日 時 平成31年４月24日(水) 

       午後1時30分 ～ 午後５時10分 

   

第２ 出席者 渡部委員長、増田委員、曽我部委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 委員長説示 

   限界集落とは、65歳以上の高齢者が人口の50％以上を占める社会的共同

生活や集落の維持が困難な地域とされています。 

このような高齢者ばかりの地域では、孤独死や買い物が非常に困難にな

ることや空き家も多くなるため、空き巣被害、不法占拠、放火の対象とな

るなど、多くの問題があります。 

私が友達と散策に行った時のことです。そこは、わらび、ゼンマイなど

の山菜のほか、タチツボスミレ、フデリンドウなど、野に咲く花がとても

きれいで自然がいっぱいの光景に私たちは感動していました。 

そんな時、いつもは人のいない、空き家の多いこの地区で警察官に出会

いました。 

その警察官は、私たちを見つけると、春の全国交通安全運動のチラシな

どを示して交通事故防止のための注意点や特殊詐欺の被害にあわないよう

に不審な電話には注意することなどを丁寧に説明するのです。その姿は本

当に感じがよく、さわやかな気持ちになりました。 

きっと、この警察官は、見慣れない車が駐車していることや、空き家付

近に人がいることなどを遠くから見ていて、その時の小さな異変に気付い

て私たちのところに来たんだと思います。 

高齢者の多い限界集落など、周りの情報や社会から孤立している地域は、

犯罪被害にも遭いやすいのではないでしょうか。このような地域の住民の

安全安心を守る警察への期待は大きいと思います。 

県警には野に咲く花のように地味だけど、しっかりと地域に根ざした活

動をしている頼もしい警察官がいるんだと大変うれしくなりました。 

 



 

2 

２ 決裁事項 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録について 

    総務室から、平成31年第10回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

   ⑵ 警察署協議会委員の委嘱等について 

    総務室から、警察署協議会員の委嘱及び委嘱状の交付について伺いが

あり了承した。 

  ⑶ 公安委員会表彰について 

    総務室から、公安委員会表彰(感謝状)の決定について伺いがあり了承

した。 

  ⑷ 審査請求の申立て等について 

警務部から審査請求及び統括審理官等の指名について伺いがあり了承

した。 

⑸ 会計監査の実施結果等について 

    警務部から、愛媛県警察会計監査に関する訓令に基づく会計監査の平

成30年度実施結果及び本年度の実施計画を定めることについて伺いがあ

り了承した。 

⑹ 防止命令の発出について 

刑事部から、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に基づ

く防止命令の発出について伺いがあり了承した。 

  ⑺ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞について 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果27件の行政処分の決定について伺いがあり

了承した。 

  ⑻ 審査請求に係る審理経過及び裁決について 

    交通部から、審査請求に係る審理経過及び裁決について伺いがあり了

承した。 

       

３ 報告事項 

  ⑴ 議会予定について 

   総務室長から、愛媛県議会の開催予定等について報告があった。 

⑵ 愛媛県警察運営目標の推進状況について 

   警務部長から、平成31年愛媛県警察運営目標推進状況について報告が
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あった。 

委員からは、 

   ◇ 県警の働き方改革を進める上で業務の合理化、効率化の取組を期待

する。 

委員からは、 

◇ 大規模警備などの対策においては、考えられること、今できること、 

気付いたことについての対策を実行していただき、やっておけばよか 

ったとならないよう備えていくことが大切である。 

との発言があった。 

  ⑶ 警察官採用試験の申込状況について 

警務部長から、2019年度警察官(大学卒)採用試験の申込状況について

報告があった。 

委員からは、 

◇ 警察官の採用時期については、社会情勢を考慮しながら４月採用に 

時期を限定することなく優秀な人材の確保に力を入れていただきたい。 

との発言があった。 

⑷ 勲章伝達式の開催予定について 

  首席監察官から、第32回の勲章伝達式の開催予定について報告があっ

た。 

⑸ 総合監察等の実施について 

 首席監察官から、令和元年度における総合監察等の実施要領について

報告があった。 

委員からは、 

   ◇ 適正な業務ができているかどうかや進め方を含めてしっかりと取り 

組んでいただきたい。監察が業務をチェックすることにより、業務の 

見直しにも繋がる。 

との発言があった。 

⑹ 禁止命令の実施について 

  生活安全部から、ストーカー行為等の規制等に関する法律に基づく禁

止命令の実施状況についての報告があった。 

⑺ 統一地方選挙の違反取締状況について 

  刑事部から、統一地方選挙の違反取締状況について報告があった。 

⑻ 平成30年中の運転免許課業務推進状況について 



 

4 

  交通部長から、平成30年中の運転免許課業務推進状況について報告が

あった。 

⑼ 警備実施結果について 

  警備部長から、警備実施の結果等について報告があった。 

⑽ 通信施設整備予定について 

  情報通信部長から、本年度の通信施設の整備予定について報告があっ

た。 

 

４ その他 

委員から、「昭和54年制定の元号法には元号は政令で定めるとあり、今

回も閣議決定により“令和”と定められた。天平２年(730年)正月13日、

筑紫大宰府の長官である大伴旅人の邸宅で観梅の宴が開かれ、旅人をはじ

め32人が梅を題材に和歌を詠み、それが万葉集巻五の815番から846番であ

るが、それら一群の和歌に漢文の｢序｣が付けられ、“時に初春令月、気淑
よ

く

風和らぎ”との文言がある。５月１日から、いよいよ令和の時代を迎える

が、元号が変わっても警察の業務は変わらない。将来、令和の時代を振り

返る時、“愛媛の治安は良かった。”といわれるよう、皆さんの熱意と勤勉

で令和の中身を形作っていってもらいたい。」との発言があった。 

以上 

 


